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1． はじめに 

 

我が国の地方公共団体は，高度成長期以降の新設中心

の時代から，社会基盤施設の維持管理の時代に移るにあ

たり，これらを限られた予算内で合理的に維持管理する

ことが重要視されつつある．著者らは，社会基盤施設の

うち，橋梁を対象とし，山口県と共に橋梁維持管理に関

する研究を行ってきた 1,2)． 

 山口県では，3000 橋を超える管理橋梁のうち，架設

後 50 年以上経過している橋梁は，2010 年現在 20%程度

である．しかし，20 年後には，全橋梁の 70%程度に達

する状況にあり，今後山口県内の橋梁は，急速に老朽化

が進む現状にある．一方で，近年，経年劣化・損傷など

の補修工事に当てられる予算は減少傾向にあり，ピーク

時の約 3 分の 1 程度にまで減少している 3)． また，こ

れまで，山口県内における橋梁の維持管理体制は，点検

時に損傷・破損が発見された時点で速やかに対処すると

いう事後対策で補修が行われていた．さらに，橋梁台帳

の整備や橋梁の劣化状況についての情報収集が不十分

であり，迅速な橋梁の現状把握が課題となっていた． 

このような背景のもと，橋梁の合理的かつ効果的な維

持管理を実践するには，これを支援するための情報基盤

の構築が必須であることから，著者らは，山口県橋梁維

持管理データベースシステム(J-BMS DB)を開発してき

た．これまでの研究 4)では，橋梁データの効率的な蓄積

や管理手法の提案を行ってきたが，本研究では，単にデ

ータを蓄積することを目的としたデータベースシステ

ムではなく，蓄積されたデータを工学的な見地から分析

できる機能や，橋梁を管理する地方公共団体として説明

責任を果たすために，蓄積されたデータを情報として活

用できる機能，そして，これらの情報を管理組織内外へ

容易に発信できる機能を有したデータベースシステム

の開発を行った． 

 

2． 橋梁維持管理支援データベースシステム  

(J-BMS DB) 

 

J-BMS DB は，橋梁の維持管理機関の業務や意思決定

を支援するために必要とされるデータの蓄積や，デー

タ・情報の提供を行うことを目的としたデータベースシ

ステムである．本システムは，「橋梁の諸元データを蓄

積・検索・閲覧が可能な橋梁諸元データベース」，「点検

データの蓄積・検索・閲覧が可能な通常点検データベー

ス」，「橋梁の補修・補強の履歴データが蓄積・検索・閲

覧が可能な補修・補強履歴データベース」から構成され

る 2,4)．本論文では，特に，通常点検データベースシス

テムの開発について記述する． 

 

3． 通常点検データベース 

 

(1)各種機能の構成 

本研究では，通常点検データベースの機能を，「通常
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業務の効率化に関する機能」，「分析に関する機能」，「活

用に関する機能」の 3 つに大別し開発を行った(図-1)．

ここで，通常業務の効率化に関する機能とは，各種機能

のうち，点検データの検索，詳細データの閲覧，データ

のダウンロードなど，通常の橋梁管理業務で頻繁に利用

するデータの検索や閲覧を容易にする機能である．また，

分析に関する機能とは，各種機能のうち，蓄積された橋

梁データを集計・分類し，橋梁点検の高精度化，劣化・

損傷傾向の分析，さらには維持管理計画策定などの高度

な意思決定に利用することを目的とした機能である．最

後に，活用に関する機能とは，各種機能のうち，管理橋

梁の現況の提示や橋梁維持管理方針を具体的に説明し，

さらには計画の合意を図るために利用する機能である．

以降では，各機能について解説する．  

(2)通常業務の効率化に関する機能 

a) 点検データ検索機能 

ユーザがデータベース内に蓄積された点検データを

容易に検索できる機能である．ここで，図-2 には，通

常点検調書検索画面例を示す．本検索画面では，5 項目

(橋名，施設番号，架設年，事務所，路線名)による検索

が可能である．検索結果には，橋梁番号，橋梁名，事業

所，担当者名，調査年が表として出力される．また，本

検索画面から，各橋梁の，点検調書のダウンロード，点

検履歴・点検調書の詳細・橋梁諸元データ・橋梁台帳の

確認ができる． 

b) 通常点検調書確認機能 

 ユーザが，点検の詳細が書かれた通常点検調書を確認

できる機能である．なお，通常点検調書は，XLS 形式で

出力できる．  

c) 橋梁諸元データ確認機能 

ユーザが，過去に点検を実施した橋梁の架設場所や構

造形式などの詳細が書かれた諸元データを確認できる

機能である．なお，橋梁諸元は，XLS 形式で出力できる．  

d) 橋梁台帳確認機能 

ユーザが，点検済みの橋梁の台帳データを確認できる

機能である．本機能を利用することにより，橋梁諸元に

は掲載されていない詳細な橋梁データを取得できる．な

お，橋梁台帳は，XLS 形式で出力できる． 

(3)分析に関する機能 

a) 写真検索機能 

点検時に撮影された橋梁の損傷写真を検索できる機

能である．ここで，図-3 には，写真検索画面例を示す．

検索結果としては，損傷写真とともに，橋梁名，部材名，

損傷名，損傷カテゴリーが表示される． 

ユーザは，各橋梁の，部材ごと，さらに損傷カテゴリ

ーごとの損傷写真を検索できる．また，時系列に写真を

並べることができ，これらを比較することで損傷の進捗

を確認できる． 

図-1 通常点検データベースの機能 

図-2 通常点検調書検索画面 
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さらに，点検実施の際に，点検対象橋梁の過去の損傷

写真や，他の橋梁の損傷判定結果と比較することにより，

点検の判定精度を高めることができる． 

b) マップ検索機能 

電子地図を使用し，地図上に橋梁の損傷状況を表示す

る機能である．ここで，図-4 には，マップ検索画面を

示す．ユーザは，部材区分ごとの損傷状況や対策区分の

判定結果の分布を地図上で確認でき，橋梁種別，地域・

路線ごとの損傷の傾向などが分析できる．電子地図を利

用することにより，管理橋梁の損傷状況を俯瞰して見る

ことができ，維持管理方針の決定資料や説明資料として

利用できる． 

c) 点検履歴表示機能 

ある橋梁の，過去に実施された，すべての通常点検デ

ータを確認できる機能である．点検の履歴を確認するこ

とにより，損傷の進捗状況を分析できる． 

d) 損傷検索機能 

 ひびわれや遊離石灰などの損傷区分や，補修の必要性

を判断する対策区分から橋梁を検索できる機能である．

ここで，図-5 には，損傷検索画面例を示す．本機能で

は，損傷区分や対策区分ごとの橋梁数，部位ごとの損傷

数や対策区分数も集計可能であり，各土木事務所が管理

している橋梁の損傷数，各橋梁の損傷数の分析や，損傷

の総量ならびに多く発生している損傷の傾向を分析で

きる． 

(4)活用に関する機能 

a) 要補修優先順位表示機能 

 山口県が開発を行った「長寿命化修繕計画作成ソフ

ト」からの出力結果である要補修橋梁を，優先順位の高

い橋梁から，その橋梁名を表示させる機能である．本機 

図-4 マップ検索画面 

図-3 写真検索画面 
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図-5 損傷検索画面 

.  

図-6 要補修優先順位表示画面 

 

図-7 グラフ表示画面 

 

 

能は，全橋梁について，「建設後の経過年ごと」，「橋長

ごと」，「点検種類ごと」，「損傷区分の点検結果ごと」，

「対策区分の点検結果ごと」に，補修の優先度が高い橋

梁を表示できる(図-6)．例えば，橋齢 60 年以上の橋梁に

おける補修の優先順位の表示ができる．このように，ユ

ーザは，どの橋梁が補修に緊急を要するかを，さまざま

な条件ごとに確認できる． 

b) グラフ表示機能 

 データベース内に蓄積されているデータを利用し，橋

梁に関する情報として加工し表示する機能である．具体

的には，「建設年ごとの橋梁数表示機能」，「橋長ごとの

橋梁数表示機能」，「市町ごとの橋梁数表示機能」につい

て，グラフを作成し，視覚的に橋梁データを確認できる

(図-7)． 

c) マップ表示機能 

 a)の要補修優先順位を使用し，優先順位の高い橋梁を

任意の数ほど，地図上に表示させる機能である．ユーザ

は，地図上から俯瞰して補修優先度の高い橋梁を見るこ

とができ，個の橋梁レベルではなく，ネットワークレベ

ルでの維持管理計画の検討に利用できる． 

 

4．おわりに 

 

本研究では，橋梁の合理的な維持管理に必須とされる

情報基盤の 1 つである橋梁点検データベースに備える

べき機能を，通常業務効率化・分析・活用の 3 つの観点

から分類し提案するとともに，実際に開発を行った． 特

に，データの分析・活用は，これまでデータの蓄積を重

視してきたデータベースシステム設計とは大きく異な

る提案であり，今後の橋梁の維持管理に大きく役立つも

のと考える． 
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